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（午前 ９時５８分 開議） 

 

○戸上 健委員長 皆さん、おはようございます。 

  鳥羽市にも大雨洪水警報が発令されておりますが、昨日に引き続いて予算決算常任委員会を再開いたします。 

  会議に当たり、橋本委員から体調不良のため、本日の委員会を欠席するとの連絡がありましたので、ご承知

おきください。 

  それでは議事に入ります。 

  第９款教育費について、担当課長の説明を求めます。 

  教育長。 

○齋藤教育長 おはようございます。教育委員会です。どうぞよろしくお願いします。 

  ３課のほうから、予算書に沿ってご説明させていただきますので、どうぞよろしくお願いします。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 おはようございます。学校教育課の岩本です。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、９款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費について説明させていただきます。 

  補正予算書は４０、４１ページとなります。 

  補正予算の概要は３７ページから４０ページをごらんください。 

  １,４１５万５,０００円の増額をお願いするものであります。 

  内容について説明させていただきます。 

  事業は、２教育振興事業の７事業であります。 

  第１に、教育振興管理事業であります。補正予算の概要３７ページの説明欄をごらんください。 

  平成２１年３月に作成した性教育指導手引書について、学習指導要領の改正に伴い、内容の一部を変更して

市内小・中学校に配付し、性教育の指導充実に向けて活用するものであります。補正の内訳としましては、印

刷製本費として１５万円となります。 

  第２に、実践的防災教育総合支援事業であります。補正予算の概要３８ページ上段をごらんください。 

  本事業は、県の委託事業であります。この事業におきましては、今年度も神島中学校、加茂中学校をモデル

校とし、引き続き防災アドバイザーである三重大学の川口准教授の指導のもと、防災減災教育を推進していく

ものです。 

  平成２７年度から整備してきました緊急地震速報受信端末設置事業に関しましては、本年度も引き続き、県

の事業採択を受けることにより、全ての小・中学校に設置が完了する予定です。 

  補正の内訳としましては、県の間接補助事業を受けることから、財源更正を行い、１０９万５,０００円増

額をお願いするものであります。当初予算額３３万円を加え、１４２万５,０００円全額が県の防災教育を中

心とした実践的安全教育総合支援事業委託金となります。 

  第３に、学校図書館整備事業であります。補正予算の概要３８ページの説明欄下段をごらんください。 

  市内８小学校の学校図書館に司書資格を有する者を８月以降、１校当たり２６日間程度派遣する事業であり、

学校からの強い要望のあるものです。 
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  具体的には、一つに、環境整備として書架の整理や新着図書の受け入れなど、二つに、読書支援として本の

紹介や図書だよりの発行など、三つに、事業支援として調べ学習のサポート、授業支援コーナーの設置などを

行い、各校のニーズに応じて学校図書館の環境を整備するとともに、学校図書館を活用した授業の推進を図る

ものです。補正の内訳としては、委託金として３５０万円全額地方債としてお願いをするものです。 

  第４に、人権教育総合推進地域事業であります。補正予算の概要３９ページの説明欄上段をごらんください。 

  本事業は、県の委託事業であります。鳥羽東中学校区において、学校、家庭、地域社会が一体となった人権

教育の総合的な取り組みを教育委員会と連携し、一人一人を大切にした教育の充実に資する研究を実施するも

のであります。 

  補正の内訳としては、報償費１８万円、消耗品費１４万円、車船借上料１４万５,０００円等、６０万円を

お願いするものであります。全額が県の人権教育総合推進地域事業委託金となります。 

  第５に、道徳教育総合支援事業であります。補正予算の概要３９ページの説明欄下段をごらんください。 

  本事業は、県の委託事業であります。平成３０年度から小学校、平成３１年度から中学校へ導入される特別

の教科道徳の実施に向けて、考え、議論する道徳への質的転換を図るため、文部科学省「私たちの道徳」作成

協力委員である岐阜市立市橋小学校河合宣昌校長を講師として招聘し、指導方法の普及と教員の指導力向上な

ど、地域の特色を生かした取り組みを推進し、その結果得られた成果等について、市内小・中学校に発信する

ものであります。推進校は弘道小学校と加茂中学校であります。 

  補正の内訳としては、報償費１７万円、消耗品費１２万２,０００円、印刷製本費１０万８,０００円等、

５０万円をお願いするものであります。全額が県の道徳教育総合支援事業委託金となります。 

  第６に、離島留学事業であります。補正予算の概要４０ページの説明欄上段をごらんください。 

  新規事業である離島留学とは、全国の児童・生徒が離島に住民票を移し、１年単位で離島の学校に通学する

制度であります。 

  本事業では、答志地区の自然環境及び歴史文化等の中で、豊かな学びと答志における体験活動等を願う方を

対象に、答志小・中学校に転学を希望する児童・生徒を受け入れ、地域に根差した教育等の充実、地域の活性

化及び当市が推進する移住・定住施策の推進を図ることを目的としています。 

  本事業実施に当たって、必要となる地元の受け入れ体制の整備については、答志地区では答志コミュニティ

スクール実行委員会を立ち上げ、その体制整備をし、島の活性化を図るべく取り組みを進めていることから、

答志中学校区をモデル地区として実施するものであります。 

  留学形態としては、次の三つを予定しております。一つ、里親留学、これは島の里親のもとから、児童・生

徒が通学するものであります。二つ目に、家族留学、これは親子で島に移住し通学するものです。三つに、孫

戻し留学、これは児童・生徒が島の祖父母宅から通学するものです。 

  補正の内訳としては、教育委員会事務局職員等が先進地を視察するための普通旅費３５万１,０００円、先

進地から現地での説明会講師として招聘するための費用弁償１７万６,０００円、ＰＲのためのパンフレット

等の作成のための印刷製本費１５万円等、合わせて７８万２,０００円を全額繰入金としてお願いするもので

あります。 

○戸上 健委員長 総務課長。 
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○世古教委総務課長 総務課長の世古です。よろしくお願いします。総務課に関する予算について、引き続いて

ご説明させていただきます。 

  説明欄３高校生修学支援事業７５２万８,０００円につきましては、市内の高校生を持つ世帯に対し、通学

や下宿の費用を一部負担することにより、経済的な支援を行うという目的の事業でありまして、離島の世帯へ

の補助は対象額の４分の１を、本土の世帯には８分の１を支援するものであります。 

  補助申請につきましては、直接生徒へ申請書を配付するなどにより、効果も年々上昇してきており、予算額

としましては、昨年度と比較して１００万円の増額としております。 

  財源内訳としましては、国庫補助金、離島高校生修学支援補助金２７１万６,０００円、地方債、過疎地域

自立促進特別債２００万円、一般財源２７１万７,０００円でございます。 

  次に、項２小学校費、目１学校管理費、備考欄１小学校給与等管理費５５０万円につきましては、答志小学

校校舎の老朽化に伴う屋上防水や外壁補修などの工事費２５０万円、本年４月より廃校となった旧桃取小学校

の教員住宅の解体工事費２００万円、合わせて４５０万円の工事費及び備品購入費といたしまして、小学校の

教職員が使用する公務用パソコンの購入費用としまして１００万円を計上するものでございます。 

  なお、市内小学校の公務用パソコンの現在の配置状況につきましては、教職員１００名に対しまして５６台

で４４名の方が未配置となっており、年次計画的に配置していくこととしております。 

  財源内訳としましては、地方債、教育施設整備事業債１８０万円、一般財源３７０万円でございます。 

  以上でございます。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 続きまして、９款教育費、２項小学校費、２目教育振興費について説明させていただきま

す。 

  補正予算書は４２、４３ページをごらんください。補正予算の概要は４１ページとなります。 

  事業は、小学校教育振興事業であります。学校図書館の蔵書の充実を図るため、図書備品の購入を行うもの

であります。 

  補正の内訳としては、図書を購入するための備品購入費として４０万円、全額繰入金としてお願いするもの

であります。 

  続いて、就学補助事業であります。現在、子育て支援の一つとして、地理的条件により遠距離通学をしてい

る児童・生徒の家庭に対しては、その距離数に応じて５０％、８５％、１００％の補助割合で補助していると

ころです。今回、遠距離通学をしている鳥羽小学校及び加茂小学校の児童の家庭に対して、経済的な援助を行

うため、距離数にかかわらず通学費補助を１００％へ改正をお願いするものであります。また、長岡中学校の

国崎方面から通学している生徒に対しても、同様に改正をする予定であります。 

  補正の内訳としましては、通学費の補助金として１１３万２,０００円を全額繰入金としてお願いするもの

であります。 

○戸上 健委員長 総務課長。 

○世古教委総務課長 次に、項３中学校費、目１学校管理費、備考欄１中学校給与等管理費６７万円につきまし

ては、長岡中学校の校庭に民有地があり、その用地を取得するため、不動産鑑定評価を行いたく、手数料とい
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たしまして１７万円を計上するものでございます。 

  この土地が残っている原因でありますが、昭和２３年当時に長岡中学校を建設する際、ほとんどの方が用地

購入に応じてくれましたが、この所有者の先代は用地交換を希望し、交渉がまとまらずに現在に及んでおりま

す。昨年、相差町の国土調査を行った際に、名義人から買収で解決してほしいとの要望がありまして、予算計

上するものでございます。 

  また、備品購入費としましては、小学校費と同様、市内中学校の公務用パソコンの購入費としまして５０万

円を計上するものでございます。なお、市内中学校の公務用パソコンの現在の購入要望は１８台となっており

まして、年次計画的に配置していくこととしております。 

  以上でございます。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 続きまして、２目教育振興費について説明させていただきます。 

  補正予算の概要は４１ページ下段をご参照ください。 

  事業は、中学校教育振興事業であります。小学校と同じく、学校図書館の蔵書の充実を図るため、図書備品

の購入をお願いするものです。補正の内訳としては、図書を購入するための備品購入費として２５万円、全額

繰入金としてお願いするものであります。 

○戸上 健委員長 生涯学習課長。 

○榎生涯学習課長 教育委員会生涯学習課の榎です。生涯学習課の予算のほうを説明させていただきます。 

  予算書の４２ページ、４３ページ、予算説明資料４２ページをごらんください。 

  款９教育費、項５社会教育費、目１社会教育総務費です。共済費５８万２,０００円を補正するものです。 

  予算書説明欄１社会教育給与等管理費及び説明欄２人権教育推進事業について、社会教育指導員２名分と人

権教育指導員１名分の雇用保険料、健康保険料、厚生年金保険料をそれぞれ３３万９,０００円と２４万

３,０００円計上しております。 

  これは、社会保険の適用拡大の中で、地方公共団体の短時間労働者も加入対象となったことから計上するも

のです。適用の条件といたしましては、所定の労働時間週２０時間以上、月額賃金８万８,０００円以上、勤

務期間が１年以上の見込みなどの条件がございます。これらの条件で加入すべき対象となったことから、今回

の補正をさせていただくものです。 

  続きまして、予算書同ページ下段の目２公民館費です。予算説明資料は４２ページ中段です。 

  説明欄１公民館維持管理事業につきましては、公民館の工事請負費として１,４８０万円を計上しています。

工事内容といたしましては、安楽島分館の屋根防水工事１３４万円、旧小浜分館の解体工事費１,３４６万円

を計上しております。 

  このうち主な財源として、小浜公民館の解体費に１,２１０万円の地方債を対応するように予算計上してお

ります。 

  旧小浜分館の状況といたしましては、この分館の建築年は昭和４６年３月で、経過年数は４６年を経過して

おります。建物は２棟ございまして３２９.５平米で、以前は小浜保育所との併設という形になっておりまし

た。どちらの建物も鉄骨造の建物です。土地のほうは地元の龍泉寺の所有で、無償での使用貸借契約でこれま
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で借りてまいりましたが、使用目的が終了しておりますので、地元のほうから建物解体の要望が出ております。

解体後は土地のほうを返却していく予定です。 

  現在、公民館は旧小浜小学校のほうに平成２３年１０月から移転しておりますので、解体の事業のほうを計

上させていただきます。 

  続きまして、説明欄２公民館活動推進事業について。とばびと活躍プロジェクトの取り組みの一つとして、

子供たちを対象に、鳥羽で働く人たちや仕事を紹介し、地元で働く魅力を知ってもらうきっかけをつくる事業

を行う費用として２０万円を計上しています。事業費の２分の１は地方創生推進交付金を財源としています。 

  主な内容として、夏休みに小学生を対象に、伊勢湾フェリーで体験航海を行い、操舵室の見学など地元で働

く人たちの姿を紹介して、その格好よさを感じていただきたいと考えております。親子で１２組の募集を予定

しております。 

  次に、目３図書館費です。予算書は４４ページ、４５ページをお願いいたします。予算説明資料は４３ペー

ジのほうにあります。 

  予算書説明欄１図書館給与等管理費につきまして８８１万４,０００円を補正するものです。補正の内容と

いたしましては、雇用保険料、健康保険料、厚生年金保険料６万７,０００円を計上しております。これは先

ほどの社会教育指導員と同様に、社会保険の適用拡大の中で、地方公共団体の短時間労働者も加入対象となっ

たことから、対象となる１名分の不足分を計上するものです。 

  また、印刷製本費につきましては、古文書講座で現代文に訳した古文書、志國清平記を冊子にするための費

用として１５万円を計上しております。志國清平記は上中下の３冊から成っており、九鬼嘉隆の周辺と生涯を

記した書物となっております。古文書講座でその上巻の読み下しを行ったことから、原文と現代文を併記した

形で冊子にまとめる予定です。冊子数は２００冊を予定しております。 

  次の通信運搬費につきましては、郵便局の心身障がい者用ゆうメールのサービスを利用して、障がいがあっ

て図書館に来館できない方を対象にした貸し出し業務を行う費用として２万２,０００円を計上しております。 

  次の電算委託料及び使用料につきましては、図書館情報システムの保守サポート期間が終了することから、

システム更新のための費用として、電算委託料７２６万６,０００円、システム使用料１００万９,０００円を

計上しております。 

  現在稼働の図書システムは平成２３年７月に導入し、稼働から５年以上が経過し、更新の時期が来ておりま

す。サポートが受けられない中でのシステム稼働は障害等の発生につながる状況にあることから、更新の費用

を計上するものです。 

  また、特殊資料室の文書類の整理のため、スチール製の本棚を購入する費用として備品購入費３０万円を計

上しております。 

  次に、予算書同ページ、予算説明資料４３ページの２段目をごらんください。 

  目４補導センター費でございます。こちらも雇用保険料、健康保険料、厚生年金保険料２２万円を計上して

おります。先ほどと同様に、社会保険の適用拡大の中での加入対象となったサポートセンター主任１名の不足

分を補正するものです。 

  続きまして、その下の目５コミュニティ事業費です。予算説明資料は４３ページの３段目をごらんください。 
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  目５コミュニティ事業費につきましては、修繕料５０万円を補正するものです。答志、菅島、坂手、桃取の

四つのコミュニティアリーナの修繕費用として補正するもので、主な修繕箇所は答志コミュニティアリーナの

屋根の補修、菅島コミュニティアリーナのトイレの手洗い等の修繕を予定しております。 

  続きまして、その下の目６文化財保護費です。予算書は同じく４４、４５ページです。予算説明資料は

４３ページの下段及び次ページの４４ページの上段になります。 

  説明欄１文化財保護事業費につきましては７１５万９,０００円の補正を計上しております。主な内容とい

たしましては、地方創生推進交付金を活用した事業として、学校での郷土学習や出前講座で活用するための海

女や鳥羽を代表する偉人を紹介した郷土学習副読本の作成のため、郷土学習推進教材等作成業務の委託料

５００万円を計上しております。そのうち２分の１の２５０万円は地方創生交付金を財源としています。 

  また、交付金事業以外で贄遺跡から出土した帯金具などの遺物を一般公開するため、その遺物の保存処理費

用として遺物保存処理業務委託料１００万円を計上しています。この主な財源といたしましては、２分の１を

観光振興基金を充当する予定です。 

  予算説明資料４４ページ上段をごらんください。予算書のほうは同ページです。 

  文化財調査事業として、海女文化の歴史などの調査を行い、調査報告書作成の費用として印刷製本費７０万

２,０００円のほか、消耗品費２９万８,０００円、旅費５万９,０００円、合わせて１００万円を計上してお

ります。このうち２分の１は地方創生交付金を財源としております。 

  続きまして、予算書４４ページ、４５ページの下段のほうをごらんください。 

  項６保健体育費、目１保健体育総務費です。説明欄１保健体育給与等管理費につきましては、スポーツ担当

の臨時職員１名の人件費１５５万６,０００円を計上しています。三重とこわか国体に向けた準備をしていく

中で、スポーツ担当の業務が増加していることから、事務補助として配置するものです。 

  次に、予算説明資料は４４ページの下段をごらんください。 

  目２保健体育振興費でございます。説明欄１生涯スポーツ振興事業につきましては１０５万円の補正を計上

しております。主な内容といたしましては、平成３３年開催の三重とこわか国体に向けた準備を行うため、本

年福井県越前市で開催される国体リハーサル大会のフェンシング会場の視察を行う費用として、旅費３万

２,０００円、燃料費５,０００円、高速使用料１万３,０００円を計上しております。 

  また、新規事業でジュニアスポーツ支援事業として、補助金１００万円を計上しております。この財源は

１００万円を全額ふるさと創生基金繰入金を充当します。この事業は、全国的にも活躍する選手を長年輩出し

ているフェンシング競技、レスリング競技の２種目を重点競技種目とし、小・中・高生を中心としたジュニア

世代を育成支援し、国体やオリンピックへ出場、活躍できるようにつなげていくための取り組みを行うもので

す。 

  鳥羽市は鳥羽高校にフェンシング、レスリングの競技環境が整っており、鳥羽高校の協力のもと、高校の施

設を拠点に、鳥羽フェンシングクラブ、鳥羽ジュニアレスリングクラブが活動し、全国規模の大会や国際大会

に出場するような選手が育っています。また、離島においても、答志島に答志ジュニアレスリングクラブがあ

り、指導者も地元の漁師さんなので、レスリングの経験者が熱心に指導に当たっています。 

  このような環境の中で、小学生から中学生の子供たちは、その上の世代の活躍を見て育つ次のステージへの
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イメージを持って練習できる環境が整っていると考えております。この事業で、全国的、国際的に活躍する選

手へとつなげていく育成を目指しつつ、育成の中で郷土愛を育み、また、鳥羽で指導人材としても活躍してい

ただけるような好循環が図られる環境づくりを目指していきたいと考えています。 

  主な内容は、市フェンシング協会、市レスリング協会が行う育成強化の取り組みに対し、それぞれ５０万円

を上限とした補助金を支出します。競技への興味から人材発掘につなげていく取り組みとして、小学生を対象

に地元出身の現役トップ選手などとの交流目的の教室を開催したり、地元出身の現役トップ選手などの練習や

競技の技術をジュニア世代の競技力向上につなげていく技術指導や、他のクラブへの遠征や合同練習により全

国レベルにつなげていく選手の育成、ジュニア世代の育成方法の習得、指導力の向上につなげていく指導者向

けの講習会などを計画しています。 

  次に、予算書４６ページ、４７ページ、予算説明資料は４５ページの上段になります。 

  目３保健体育施設費、説明欄１運動施設管理運営事業につきましては、市民体育館及び中央公園運動施設の

修繕料、備品購入費として８０万円を計上しております。修繕料の５０万円につきましては、市民体育館の浄

化槽の調整ポンプの取りかえ、１階フロア出入り口、２階非常口のドアの修繕を行うものです。また、備品購

入費の３０万円につきましては、老朽化している野球場のベンチの取りかえ、体育館の折り畳み椅子を運ぶた

めの台車の購入を行うものでございます。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 続きまして、４目学校給食費について説明させていただきます。 

  補正予算の概要は４５ページをごらんください。 

  事業は、学校給食運営事業であります。答志共同調理場下処理室に手洗い施設を設備するとともに、休憩室

用のエアコンを購入するものです。補正の内訳としては、手洗い施設設置工事請負費３５万円、エアコン等設

備購入費１２万円を合わせて４７万円をお願いするものであります。 

  続いて、中央調理場において、食器洗浄機からの蒸気を効率よく排出するため、換気ダクトの設置と老朽化

した給水管の修繕を行うものであります。補正の内訳としては、給水管の修繕料として７４万７,０００円、

換気ダクト設置工事請負費として５３０万円を地方債としてお願いするものであります。 

  以上で、９款教育費について説明を終わらせていただきます。 

○戸上 健委員長 担当課長の説明は終わりました。 

  まず、１項教育総務費から３項中学校費までで、ご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 まず３９ページ、説明書の下の道徳教育、議論する道徳、具体的にどんな、やっぱり道徳は

小・中学校ですよね。その段階でこう上げていくんやとか、もう小学校も中学校も一緒の取り組みをするんや

とか、そこら辺いかがなものかな。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 お答えいたします。 

  考え、議論する道徳については、今回の特別の教科道徳に変わったときの大きなキーワードというふうにな
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っております。今まででありますと、道徳の価値項目について、そのことについて指導するということが多か

ったわけですけれども、今回はそれぞれの子供たちが自分の考えをしっかり持って、それを議論する中で、新

たな価値項目に気づいていくというような取り組みを進めていくよう、文科省のほうから説明があったわけで

す。 

  ただ、委員言われますように、小学校低学年と中学校では発達段階が違いますので、議論の仕方がその学年、

発達段階に応じた対応になっていくかとは思いますが、そのようなことから講師を招聘して、他県の先進地の

学校長の方に来ていただいて、取り組みを教えていただきながら、その学校での取り組みを鳥羽市内の小・中

学校について広げていきたいというふうに考えております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今までやってきた道徳内容、道徳教育で武道をやりましょうとか、やりましたよね。うちは剣

道やったかな。一つとっておると思うのさ。違いましたか、道徳。武士道の中の中身というのは、あれは道徳

やわな、ほっといても。そう考えへんか。ちょっと、道徳の一環やということで、文科省のあれから流れたの

をうちは剣道にしたわけやんか。 

○戸上 健委員長 教育長。 

○齋藤教育長 武道の関係は体育の中で武道ということで、剣道とか柔道、そういうものを日本の伝統的なスポ

ーツということで取り入れるということをしています。 

  尾﨑委員の今道徳のほうの関係では、いわゆる日本に対する郷土愛、そして国土を愛する、そしてまたそれ

を自分の国を愛するようにほかの国も愛しましょうというふうな、国土への愛着といいますか、日本という、

ふるさと、そういったことをベースにしながら進めております。 

  武道のことと……。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 わかった。 

  やっぱり何を柱に本来していくかって、鳥羽は鳥羽らしい今言われたように、今教育長が言われたような内

容ならば、もちろんやっぱり武道としての整合性は必要になってくるよね。武道の中身。それが道徳の鳥羽の

基本になってくるのか、それとも柱は、先ほど言われたように、昔からいうと挨拶をしようとか、困っている

人がおったら助けましょうとか、本当に困っている人がおったら我が身を犠牲にしてでもという教えやったん

さ、僕らのときは。 

  そこら辺までのちゃんと柱が今あって、そこで小・中学校の段階によって教育をしていくという、鳥羽らし

いやっぱり道徳教育を身につけさせないといかんわけやんか。その中でも、前どこかに入っておったけれども、

寝屋子の制度というのも一つの道徳の競い、助け合い、共同、それも道徳ですよね。 

  そこら辺をやっぱりしっかりとやって、その都度その都度変わるんではなしに、今までやってきたことと今

回やっていくことの整合性があって、やっと社会に出たら鳥羽で道徳を教えてもうたもんで、鳥羽の人間はい

いなと言われやないかんわけやで。そこまでの連鎖があるようなやっぱり道徳教育に、中身がちょっと僕らわ

からへんもんで、それについてもしかお金が要るんやったら、これは最初５０万円ですよね。これ現に全部出

してくれておるわけです。 
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  となってくると、県の道徳教育の柱とは何ねとなるわけですよね。そこら辺をやっぱりしっかりとやっても

らわな、県が５０万円を全部出しておるわけですから、県がやっぱり指導というか、道徳教育にはこれを絶対

入れてくれとか、そういうのはあるんですか。 

○戸上 健委員長 ちょっと待って、学校教育課長、改訂学習指導要領の先ほどおっしゃった８項目、これにつ

いて説明してください。 

○尾﨑 幹委員 文科省の改正の中身ということなのかな、今委員長が言うたんは。 

○岩本学校教育課長 価値項目、道徳の価値の項目ですので、それが……。 

○戸上 健委員長 価値の項目。 

○岩本学校教育課長 ８ではなくて、価値の項目。 

○戸上 健委員長 価値の項目を中身言うてください。 

○岩本学校教育課長 発達段階の学年に応じて項目数が若干異なるところがありますが、大体２２項目ございま

す。 

  今、全てをと言われるとちょっとわかりかねるところがありますが。 

○戸上 健委員長 その中に、先ほど尾﨑委員が質問をした武道に関する項目は入っておるんでしょうか。 

○岩本学校教育課長 愛国心とか地元愛とか、そういうような項目もその中の一つとして入っております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、よろしいですか。 

○尾﨑 幹委員 もういいです。一遍それを見に行きます。やっぱり教えてもらわないかんことやと思うし、協

力するものならしていかないかんと、そういうことになってくると思いますので。 

○戸上 健委員長 文教の委員会で深めてください。 

○尾﨑 幹委員 そうです。これはこれでいいです。 

  続きまして、学校管理費、いいんですよね、小学校費の。 

○戸上 健委員長 はい。 

○尾﨑 幹委員 これは答志小学校の屋上の防水改修工事、これはもう天井だけですか。それはなぜかというと、

この間の安倍さんの奥さんが来ておったときに、小学校の横でアリーナやりましたよね。そのときに、小学校

をしっかりと隅から隅まで見てきたら、やっぱり屋根だけじゃなしにベランダをちゃんとしておかな、ベラン

ダの下がもうクラックがどんどん進んでいる場所がようけあるということは水が回っているということなのさ

な。屋根を直したらもちろんそれが一段階やと思うんですよ。そやけれども、この学校、答志小学校はしっか

りと残さなあかんという名目で改修工事をすると思いますので、そこら辺はどうなのかな。これは第一段階な

のかな。それとも屋根だけ直したらいいという考え方なのかな。ちょっとお願いします。 

○戸上 健委員長 総務課長。 

○世古教委総務課長 今回お願いしますのは、尾﨑委員も私も一緒に見ましたけれども、雨漏りをまず、今、雨

漏りしていますので、それをとめるという工事でして。 

  当初予算でも戸上委員長からも質問等ありましたけれども、大規模的に工事を国の補助をいただきながら進

めようと考えていますので、今、そういった申請もしておりますので、大がかりな工事は今後といいますか、

もうすぐにそういった対応をしていこうと考えております。 
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  以上でございます。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これもう耐震は終わっておるんですか。耐震診断は。 

（何事か発言するものあり） 

○尾﨑 幹委員 そしたら、何遍も言うけれども、もうレベルで見たらあの建物はやっぱり運動場のほうに引っ

張られているんですわな。どこから見ても。自分が立って上見るだけで引っ張られているというのが傾き始め

ていますよって、そこらもよくご存じやと思うんですよ、おたくら。 

  今後、やっぱりこういう１段階、２段階、３段階で答志小学校をしっかりと残すと。やっぱり学校を一つぐ

らい残さないかんよ。しっかりと屋根をすることによって、次の老化を防ぐような対策はしっかりとしてくだ

さい。 

  とりあえず以上です。 

○戸上 健委員長 要望です。 

  他にございませんか。 

  坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 ４５ページになります。高校生修学支援事業についてお伺いをいたします。 

  事業内容について質問させていただきますが、離島高校生の通学費の補助についてなんですが、以前納税証

明書が要ったりとか、通学している証明書が要ったりとか、少しこういう証明するものがありましたので、こ

れがどのように簡素化されたのか、お伺いしたいと思います。 

○戸上 健委員長 総務課長。 

○世古教委総務課長 お答えします。 

  納税が完納しているかとか、そういう制限がありましたけれども、現在はございません。ですけれども、交

通費の証明といいますか、定期券の写しを申請と同時に添付していただきますので、その辺だけはちょっとま

だあります。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 そうすると、在学証明書とかそういうのがあったら大体高校生の方は行っていますので、そう

いう証明書という部分で、簡素化にならないのかということをお考えはないですか。 

○戸上 健委員長 総務課長。 

○世古教委総務課長 私どももそういった簡素化のことを検討して、今後そのように進めていきたいと考えてい

ます。 

  今年度は、まず小・中学校の遠距離通学のほうから全て補助するというところからしますので、なかなか財

源が厳しい中ですので、徐々にそういったところで進めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○戸上 健委員長 坂倉広子委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 
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  親御さんにとっても、全対象の方が高校へ行かれることを、そういう手だてをしていただくことによって、

またいろいろ希望が行き渡ると思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 先ほどちょっとちらっと出たんですけれども、高校生の修学支援事業と絡んで４１ページの上

から２段目に、就学援助事業ということで、総務課長のほうからこれの話もちらっと出たんですけれども、今

回本当に小学生、中学生が通学する費用というのは義務教育であるから１００％補助になったということで、

本当に保護者はありがたいなというふうに思っておりますけれども、先ほどの広子さんの質問の中にあったん

ですけれども、手続とかそんなんが非常になかなか時間がかかったりというふうなことがありますので、その

辺の簡素化については具体的にはこういうふうなことをするということは検討されておりますか。 

○戸上 健委員長 総務課長。 

○世古教委総務課長 お答えします。 

  やはりその学生が地元からどこの学校に通っているか、そういったところのことがつかめましたら、わざわ

ざ定期券のコピー、そういったものもとる必要がなくなることも考えられますので、そういう簡素化はモデル

化として考えております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 せっかくいい制度ができても、すぐに恩恵を受けられるように手続の簡素化をぜひお願いした

いというふうに思います。これが１点です。 

  次…… 

○戸上 健委員長 ちょっと待ってください。 

  詳しい説明が教育委員会はあったんですけれども、この１００％改正によって、助かる児童・生徒数という

のは何人になるんでしょうか。その説明がなかったんで、それを言うてください。 

  吉川課長補佐。 

○吉川課長補佐 学校教育課、吉川です。 

  確認しましたところ、小学生で１６１名、中学生で７名、計１６８名が１００％になります。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 世古委員、続けてください。 

○世古安秀委員 それでは、説明資料の概要の３８ページの下のほうに学校図書館整備事業ということで、これ

新規ということで市長も思いを入れてこういう事業をやったというふうに聞いておりますけれども、これは委

託なんですけれども、各学校へは何人の人が週に何回ぐらい訪れて、先ほど課長からあった図書の整理、いろ

んなことをやっていくということなんですけれども、その辺をまずお聞かせ願いませんか。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 先ほどご説明させていただきましたように、８月以降、各校に年間２６日程度行く予定で
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おります。ですので、おおむね週１回程度は学校へ派遣できると考えております。何人ということに関しまし

ては、委託業者等との関係がありますので、１人になるのか２人になるのか、そのあたりは今のところまだわ

かっておりませんが、各校へは週に１回程度派遣できる予定で考えております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 週１回、各学校を順番に回っていくということなんですけれども、週１回でなかなかそういう

ここに書いてある目的のようなことを十分な時間、もう１日中ということなんですか。朝から夕方帰るまでの

時間におると。勤務時間中におると、その学校におるということなんですか。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 教員と同じ時間帯ではありませんが、休憩時間を除いて５時間３０分程度を今のところ考

えております。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 この人が来て、子供たちと、例えば読み聞かせをしたり、そういうふうな機会もつくるんです

か。そういう指導する機会をつくるのか。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 休み時間等におきましては、図書館にその担当の方がみえるわけですから、そのときに読

み聞かせをするというようなことも想定の中では考えておりまして、いついつの何曜日にはこの方が見えるか

ら昼休みにはお話の会があるよとか、読み聞かせがあるよということを子供たちに事前に周知しておけば、子

供たちも興味のある子がそこへ集まってきて、そういった読書に親しむ機会が今以上にふえるというふうに考

えております。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 そしたら、この前、文教産業の委員会のときに、各学校を訪問したときに、各学校でもボラン

ティアの方で図書のいろんな整理をしてくれたりというふうなそういう方があちこちで見受けられておりまし

たけれども、その人たちはそのまままたボランティアに協力していただいて、それにプラスこの派遣員も一緒

にやるということでよろしいんですか。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 ボランティアの方については、行かれている学校は限られているのが現状でありますが、

その方々たちにもできましたら引き続きお願いはさせていただきたいというふうに思っております。 

  ただ、今回の委託につきましては、司書資格を持っているということで、スキルのある方々になりますので、

そういった専門性をより生かした取り組みを進めていきたいというふうに考えております。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 あと、今回は小学校だけしか上がっていないんですけれども、まだ中学校のほうにも今後広げ

ていくという考えというのはあるんですか。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 委員おっしゃるとおりに、まずは小学校でその状況を見つつ、実績を積んだ上で、将来的
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には中学校へも広げていきたいというふうには考えております。 

○戸上 健委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 わかりました。これもう本当に本の好きな市長の言うように、学校の図書がまず本好きの子供

を育てる第一になるかなというふうに思いますので、その辺の指導とかいうのを、本に親しむ子供たちに育っ

ていってほしいと思いますので、どんどんと進めていただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

（「委員長、関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 すみません、ここでの貸し出し冊数の増加を目指すということでございますが、ここでの数字

目標とかというのはありますか。 

  それが１人例えば何冊、現状何冊なのが幾つまで、２冊やったのを３冊まで伸ばすのか。全体の分母、今ま

で借りておった子が３０人やったのを５０人に伸ばすのか、そういった目標を持っているのかどうか。あるの

であれば、その数字を教えてください。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 言われますように、貸し出し冊数についてはこちらでも調べておりますので、その現状よ

りも今何％ということではございませんが、各学校の実態等に応じて、数値目標も含めて考えていきたいとい

うふうには考えております。 

  あと、貸し出し冊数のみだけではなくて、説明の中でも言わせていただきましたように、授業のための支援

であるとか、今、世古委員のほうも言われた、そういう読み聞かせとか、そういった部分も含めて考えていき

たいというふうに思っております。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 すみません、ぜひ数字があるんであれば、それは一つの目標として持っていただいて、ぜひ伸

ばすようにしていただきたいのと、あと、その全体の分母なんです。借りておる人数、今まで借りていなかっ

た子が借りるようになったですとか、僕はどちらかというとそっちに重きを置いてやってほしいなというのが

あって、そういうことが教育のところで幅広く平等にというか、どういう環境のもとでもそこは平等に本は置

いてあるわけですから、そういうことにつながるのかなと思うので、できたらその分母をふやすような努力と

か、分母をふやす工夫をして、一人でも多くの児童が本を手にとるような、そういったことを進めていただき

たいなというふうに思いますので、そこは決算のところで期待したいところでございますので、よろしくお願

いします。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 井村委員。 

○井村行夫委員 概要の説明書の４０ページの離島留学のところでございます。 

  非常に各それぞれの日本の地区で離島留学というのを始めておるんでございますが、鳥羽でも取り組んでい

ただけるということで、このまず受け入れる体制というのが一番大事かなというふうに思うんです。ここに書

いてある答志コミュニティスクール実行委員会というのを立ち上げられまして、それで受けるというようなこ
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となんですが、この実行委員会の組織といいますか、どういう方々でこれを構成して受けるんだというような

ことをちょっとお聞きしたいんですが。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 答志コミュニティスクール実行委員会のメンバーということでございますが、町内会の役

員さんであるとか、以前のＰＴＡの会長さん、副会長さん、または漁協の役員の方と、先ほどからも出ていま

すが、スポーツ少年団の代表の方といった方々に加えて、統合計画では平成３４年度の統合ということに計画

はされていますので、そのときに中学校で対象になるお子さんよりも下の学年の子供さんをお持ちの保護者の

方々が実行委員会のメンバーとして、現在加入をされているというふうに聞かせていただいております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 井村委員。 

○井村行夫委員 今ちょっとお聞きしたら、たくさんの方々の実行委員ということでありますが、これをどう周

知といいますか、公募の仕方、これが一番問題になってくるかというふうに思うんですが、ただ来てください

というような形ではなくして、答志の小・中学校の形として、どこを受け入れるというか、そういう形のＰＲ

の仕方というんですか、そういう形のことをどう考えておるんか、ちょっとそこら辺を。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 

○岩本学校教育課長 受け入れるというのは、子供たちを受け入れる側のということですか。 

○戸上 健委員長 井村委員。 

○井村行夫委員 要は、この公募といいますか、先ほど三つの里親、それから家族、それから孫ですか、そうい

う形の募集をするわけのときに、どういうふうな形で発信するかということです。 

○戸上 健委員長 吉川課長補佐。 

○吉川課長補佐 今、地元の実行委員会と実施要綱の案を作成しております。それで、準備委員会が立ち上がっ

た秋ごろをめどに、東京、大阪、名古屋でＰＲ活動をしたいというふうに考えております。日程的なものは、

まだこれからですので、未定となっております。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 井村委員。 

○井村行夫委員 ぜひそこら辺の部分が一番大事になるんか、いわゆる受け入れる体制とＰＲの仕方ということ

で、また大分変わってくるというのと、答志島という形のところをどうＰＲするかという部分が大事になって

くるんかなというふうに思いますので、そこら辺をよろしくお願いします。 

  以上です。 

（「委員長、関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 先進地事例を学びに行くと。今から学びに行って、これから骨格を決めてどういうふうに鳥羽

に落とし込んで、どういうふうにするのがいいのかということを研究なさると思うんですけれども、具体的に

今ここの先進地事例を学びに行こうという地区はございますか。 

○戸上 健委員長 学校教育課長。 
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○岩本学校教育課長 現在考えておりますのは、鹿児島県の薩摩川内市、下甑島というところがウミネコ留学と

いうものをされております。そこについては、先ほど留学の形態が三つあるというふうに申し上げましたが、

その三つをそれぞれ実施しているところでありますので、そちらのほうに視察をして、その状況等を学んでま

いりたいというふうに考えております。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 去年の視察で、佐賀の唐津のほうも行ったときに、この２９年度からその離島留学の取り組み

をやるということで、新聞発表もされて非常に話題になっていました。鳥羽市にとっても、学校の統廃合とか

移住・定住という部分では、非常に大事な事業になってくると思うので、そういった事業がうまく移住・定住

とつながるとか、生徒たちが来てくれたらとりあえず学校を休校にしなくてもいいとか、そういうところに上

手に結びついていくような戦略を持ってやっていただきたいなと思うんですけれども、教育長、その辺の見解

はいかがですか。 

○戸上 健委員長 教育長。 

○齋藤教育長 この離島留学の関係のことは、今、河村委員もおっしゃっていただいたように、学校の存続とい

うようなところにも結びつけられたり、確かにそうなんです。そうなんですけれども、ただ、そのことだけを

前面に出したら僕はいかんと思うんです。 

  それは、やっぱり来てもらう人が鳥羽へ来てもらって、その鳥羽の豊かな自然やとか、あるいは歴史や文化、

あるいは地域性、そうした中で、来てよかったと思えるようなもてなしといいますか、受け入れ、そういうも

のができないと、こちらの思いだけで、学校を残したいというのだけでは、これはやっぱり続かないというふ

うに思っています。そこら辺でウイン・ウインになるようなそうした離島留学制度、そういうものをやっぱり

これはつくっていかないと持続しないというふうに思っていますので、そのところを大事にしたいというふう

に思っています。 

○戸上 健委員長 河村委員。 

○河村 孝委員 なかなか教育長の立場としては、それを統廃合問題に直結させるというのは難しい話だと思う

し、今ここでなかなか答えられない話やと思うんで、ただ、移住・定住に関しては、マスコミ関係なんかも非

常に離島留学に関しては注目しているところだと思うんです。企画の移住・定住係と上手に連携しながら、い

ざ受け入れるとなったら、その辺は上手に情報発信をして、次の展開に結びつけていただきたいなと思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ほぼほぼ河村委員が言ってくれたことになるんですけれども、移住・定住の取り組みとして企

画のほうで係が一生懸命やっていますので、その辺と上手に連携しながらパンフレットとかも工夫もできるで

しょうし、その辺とか一生懸命やってもらいたなというのと、あと、さっきも言ったんですけれども、そうい

った目標、これぐらいを頑張ってやりたいなとか、そういう庁内の実行委員会とかとどれぐらいの規模の話を

されておるのかなというところがあれば、お聞かせください。 

○戸上 健委員長 教育長。 

○齋藤教育長 まず、この離島留学の実現に向けて、企画財政のほうの方々とも連携をとらせていただいていま
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す。特に、離島振興という部分の関係、そしてまた移住・定住、それから地元の方とのやっぱり連絡調整とい

いますか、それをきちんとやっていかないといけません。 

  ただ、現時点で、何人の実現が可能かというところまでもまだ行っておりません。里親になっていいよとい

う方はあるわけです。そういう方を今みえていただいていますが、しかし、それが実際、本当に、例えば平成

３０年度の４月１日にどれだけ実現できるかというところまでは、まだまだ具体的な数字には至っておりませ

ん。 

○戸上 健委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 これからということやと思うんで、その辺のところも意識していただきながら、どういった目

標を持って、どう進めていくかというところも大事になってくるんかなと思いますので、ぜひしっかり話して

いただいて、進めていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

  総務課長、小学校と中学校のパソコンの設置について、先ほど説明がありましたけれども、小学校の場合、

１００人の先生に対して、今５６台で４４人未配置だという説明でした。パソコンというのは、今どき全職員

に僕は必要やと思うんやけれども、４割の先生方にまだパソコンが行き渡っていないという数字、衝撃的な数

字なんですけれども、本来必要なのに予算がないので行き渡らないのか、本当に１００人の教職員に対してこ

こまでは必要という数字があるのか、そのあたりはいかがでしょうか。 

○戸上 健委員長 総務課長。 

○世古教委総務課長 やはり、目標といいますか、必要としているのは全教職員に配置するというところを目標

としております。 

○戸上 健委員長 今回のこのパソコンの１００万円でせいぜい１０台ぐらいしか配置できないんじゃないかと

いうふうに思うんですけれども、充足数はどれだけになるんですか。 

  寺本課長補佐。 

○寺本課長補佐 今現在で、小中合わせて４８台程度足りていないような、配置できていないというような状況

になっております。 

  今年度の予算で小学校１００万円、中学校５０万円を計上させていただいておりますので、それで約２０台

程度何とか買えたらなと思っています。 

  今年度、来年度で全て配置できるような形に持っていけたらなというふうには考えておりますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ないようですので、５項社会教育費と６項保健体育費についてご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 公民館費です。説明書の４２。小浜分館の解体平米数と単価。 
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○戸上 健委員長 生涯学習課長。 

○榎生涯学習課長 建物の一つ目が２５７平米、平屋建ての鉄骨造です。建物の２のほうは鉄骨造で舞台と併用

施設になっています。７２.５平米です。これは事業費、今の予算から割り返しますと、平米単価は４万

１,０００円弱になります。現場条件が小浜の集落の奥まったところにありまして、非常に道が狭くて、解体

の現場とするには条件が悪いような条件の中で、手壊しとかいう作業も入ってくる状況になっております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 平米数４万幾らというてくると、坪になるとやっぱり十三、四万円になってくるのかな。いい

値段なんやけれども、ただ、あの奥は本当に寺のところまで車が行くのか、それとも前の風呂屋のほうから車

を入れるのか、そこら辺は軽しか入らへんの違うの、２トン入るのかな。 

○戸上 健委員長 生涯学習課長。 

○榎生涯学習課長 寺前までの道というのを現場のほうを見させてもらったら、一番想定しているんですけれど

も、寺前まで運んでくるのに人力なり機械力といっても、そういう車が使えないような道があるので、レール

のようなものを敷いて運搬するとか、そういうものが、これはまだの段階ですけれども、私どもが現場を見た

段階では、そういうものが必要になってくるのではないかというふうに思っております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 破るのはよくわかったけれども、その跡地はそのままか。もう何か次に対して使うとか。 

○戸上 健委員長 生涯学習課長。 

○榎生涯学習課長 もともとの土地が地元の龍泉寺という寺の所有でございまして、これまで…… 

○尾﨑 幹委員 わかった。 

○榎生涯学習課長 ということです。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、また細かいことは直接。 

○尾﨑 幹委員 もうわかった。わかったよっていい。 

  次に、保健体育いいの。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 ４４ページのジュニアスポーツ支援事業補助金。 

  ここに書いてあるように、国体やオリンピック等に活躍するような選手の育成となるならば、ほんならさっ

きの離島留学の件とあわせて、本当はスポーツ留学をするぐらいの場所なんですよ。フェンシングに関しては、

やっぱり中学校でも日本国の中で指折りやと思うのさ。世界から人を呼べるような場所になっておるのに、こ

んな本当やったら体育館をつくって、留学生を受け入れるぐらいの宿舎もつくって、そういうようなまちづく

りをやっておるようなまちなんて山ほどあるわけですよね。 

  ただ、本当に国体やオリンピック選手を出すようなことも可能じゃないかぐらい、レスリングでもすごいで

すよね、鳥羽は。そこまでいくような、教育長、この補助金の内容で、本当にここに書いてある国体やオリン

ピック等の活躍選手の育成って、こんなんでいいの。これの１００倍出しても。そこまでいかな、鳥羽のよさ

なんて出てこないって。それが観光につながったりとか、先ほどの定住・移住につながったりとか、やっぱり

これは世界から見ても高校でここまで成績のいい、絶えず全国大会に行っているような高校なんかないんわけ
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やで。これこそ今チャンスやと思っておるんやけれども、何でこの１００万円ぐらいになったの。 

○戸上 健委員長 生涯学習課長、激励というふうに受け取って。 

○尾﨑 幹委員 いやいや考え方が甘い。こんなもん。１億円出しても足りんぐらいやで。 

○榎生涯学習課長 よろしいですか。 

  選手強化といいますと、イメージとしてはナショナルチームとか、ああいう国のお金を使ってするようなイ

メージがあるんですけれども、私どもの考えておりますのは、やはり小学校、中学校の段階から高校、大学へ

と本格的な競技へとつなげていく、途中でやめていかないような形で先輩たちとか、そういう活躍する選手も

出ておりますので、そういう選手たちを見て、つながっていくための取り組みとして、まず新たに今回このよ

うな形でやらせていただきたいということで予算計上させてもらっております。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 そんな中途半端でスタートが切れるかい。それこそ、本当にコーチとか、相撲でも何でもそう

やけれども、やっぱり名門校にせな。鳥羽高がなくなると言われている段階でしょう。これ、チャンスやと思

うんですよ。高校を残して、これがうまいこといって、スポーツ留学を鳥羽は受け入れるぞと、そうなったと

きに大学まで早い話つくるのも可能じゃないかと。世界のトップ選手をつくり出す仕組みが鳥羽にはあると、

そこまで行かな。一人ずつもう本当に全部過保護にしたんない。それでやっぱり育てやな。片手間には無理無

理。 

  これは今回は頑張ってもらって、次にもう本当につけて、教育長、あと１０日ぐらいおるやん。その間に申

し送りだけしっかりして、体育館と施設を建てて鳥羽高の存続と、最終的にはスポーツ都市にまでしていくん

やというぐらいのことを申し送っておいて。 

  以上。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

○尾﨑 幹委員 次もいいんやね、学校給食。 

○戸上 健委員長 学校給食、はい。 

（「関連で」の声あり） 

○戸上 健委員長 中世古委員。 

○中世古 泉委員 すみません、中世古です。 

  今先ほど尾﨑委員が言われましたように、フェンシング等、レスリングとか秀でた人材がそこにあるのに、

それに対して費用を投下できない市というのはちょっと情けないのかなと、私は感じました。 

  フェンシングは考えてみれば、私らが高校のときから始まってありました。当時から先生の熱意がすごかっ

たのを覚えております。 

  その中において、現実的にこうやっていろいろな成果が上がってきた中で、横並びの感覚で物事を考えると

いうことは、今から市の存続にもかかわってくるのかなと考えます。 

  私はもう先ほどの尾﨑委員が言われたように、そういう人材に対しては特化してその競技にも、人材ももち

ろんですけれども、その費用も投下すべきやと思います。それがひいては皆さんの教育にも関係してくること

で、一番大事なことやと思うので、費用というのはすごく大切やと思いますので、もう少し寛大な目で見てい
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ただいて、費用を投下できないかと思います。 

○戸上 健委員長 中世古委員、質問をしてください。 

○中世古 泉委員 ですから、今からは教育長に聞きます。これからはこのレスリングとか、特に皆さんいい人

材がおる分野に大きく費用を投下するという考え方はありますか。 

○戸上 健委員長 委員の皆さんに申し上げますけれども、予算の審議ですので、この１０５万円のスポーツ振

興事業、これをどういうふうに使うかというところに質疑を絞ってください。理念的な点はまた決算なり、当

初予算の中で聞いていただきたい。または一般質問で聞いていただきたいというふうに思います。 

  他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 この学校給食、中央調理場、これ修繕費はダクトやと。工事請負費、設置する場所の上が雨漏

りしているの知っておるよね。これ何遍も教育委員会に行って言うておるのやけれども、継ぎ目のところ。こ

れは入っているんですか、５３０万円に、屋根。 

○戸上 健委員長 吉川課長補佐。 

○吉川課長補佐 屋根の修繕費用までは入っておりません。あくまでも今回つけるのは、換気ダクトの取りつけ

部分の工事だけです。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 本当に雨降っているとき、だだ漏れなんやに、ジョイントのところから。それはもう給食の職

員さんらに僕伺っておって、何遍も教育委員会に言うておるやん。中身だけきれいにしても、その中身きれい

にしたものに上から水が落ちてきていたらどないするの。もう一遍見直して。 

  以上。 

○戸上 健委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 ないようですので、次に、企業会計の審査に入りますが、説明員の交代のため休憩いたしま

す。 

（午前１１時１５分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時２０分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  ここから企業会計の審査に入ります。 

  それでは、議案第４号、平成２９年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第１号）について、担当課長の説明を

求めます。 

  水道課長。 

○浜口水道課長 水道課、浜口です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、平成２９年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第１号）について説明させていただきます。 
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  補正予算書及び補正予算説明資料の１ページをお願いいたします。 

  補正予算書１ページの第２条、業務の予定量の補正といたしまして、主要な建設改良事業で４億

１,７８４万円の増額補正を予定し、補正後予算額を４億９,１９９万９,０００円としております。 

  第３条、収益的収入及び支出の補正につきましては、収入で水道事業収益４万４,０００円の増額補正を予

定し、補正後予算額を１３億５,１５４万４,０００円とするほか、支出では水道事業費用３００万円の増額補

正を予定することで、補正後予算額を１１億５０万円としております。 

  続きまして、第４条、資本的収入及び支出の補正ですが、肉づけ予算として、主に建設改良に係る財源及び

経費を増額補正するものでございます。 

  ２ページをお願いいたします。 

  収入では、建設改良事業の財源となる企業債２億９,５００万円のほか、消火栓の新設改良に係る消防から

の負担金４２７万３,０００円を合わせた２億９,９２７万３,０００円の増額補正を予定し、支出では、建設

改良費４億１,７８０万円と基金への積立金を目的とした投資１万円を合わせた４億１,７８１万円の増額補正

を予定しております。 

  本補正予定により、補正後の資本的収支の差し引き不足分は２億３,５７３万７,０００円となりまして、消

費税及び地方消費税資本的収支調整額過年度分損益勘定留保資金をそれぞれ増額することで補塡いたします。 

  次に、第５条として、企業債の追加を行い、起債の目的及び限度額並びに起債の方法等を定めております。 

  今説明しましたそれぞれの予算の詳細につきましては、予算書９ページから１１ページの水道事業会計補正

予算実施計画明細書で説明させていただきます。 

  予算書９ページをお願いいたします。 

  収益的収支及び支出の収益的収入では、款１水道事業収益、項１営業収益、目３その他営業収益で、消防庁

舎配水管布設工事に係る工事設計審査手数料３万４,０００円と項２営業外収益、目１受取利息及び配当金の

水道事業災害補償基金に係る利息１万円を合わせた４万４,０００円を増額補正しております。 

  収益的支出では、款１水道事業費用、項２営業外費用、目２消費税及び地方消費税で、平成２８年度の消費

税及び地方消費税の確定により、平成２９年度の中間納付税額が増加することから、不足となる３００万円を

増額補正しております。 

  次に、１０ページをお願いいたします。 

  資本的収入及び支出でございます。款１資本的収入では、項１企業債、目１企業債で、建設改良費に充てる

財源として２億９,５００万円を計上するほか、項３負担金、目２他会計負担金の消火栓新設改良工事に伴う

一般会計負担金４２７万３,０００円を合わせた２億９,９２７万３,０００円を増額補正しております。 

  次に、款１資本的支出ですが、補正予算説明資料の２ページもあわせてごらんください。工事概要が記載さ

れております。 

  項１建設改良費、目１配水及び給水施設費では、肉付け予算として設計業務委託を初め、基幹管路の耐震化

や施設改良に係る工事請負費など４億１,７８０万円の増額補正を予定しております。内容といたしましては、

に２件の業務委託、１１件の施設及び配水改良工事などに加え、４件の消火栓設置工事となっております。ま

た、消火栓設置工事を除いた事業の位置図を事前に配付させていただいておりますので、ご確認お願いいたし
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ます。 

  次に、１１ページですが、項３投資、目１基金では、水道事業災害補償基金への積立金として１万円の増額

補正を予定しております。 

  また、平成２９年度水道事業会計補正予算を反映させ、営業活動、投資活動、財務活動の流れをあらわした

キャッシュフロー計算書を６ページに、財政状態をあらわす予定貸借対照表を７ページから８ページに掲載さ

せていただいておりますので、ごらんおき願います。 

  以上、平成２９年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第１号）の説明とさせていただきます。よろしくご審議

賜りますようお願いいたします。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 担当課長の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 よろしいか。 

  ないようですので、審査を終わります。 

  続いて、採決に入る前に、付託された議案について委員の皆様で討議したい議案はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○戸上 健委員長 討議もございませんので、採決に移る前に、説明員交代のため休憩いたします。 

（午前１１時２６分 休憩） 

─────────────── 

（午前１１時３５分 再開） 

○戸上 健委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  これより採決を行います。 

  お諮りします。 

  議案第３号、平成２９年度鳥羽市一般会計補正予算（第２号）について、原案どおり可決することに賛成の

諸君は起立をお願いします。 

（起 立 全 員） 

○戸上 健委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第３号については原案どおり可決することに決定しました。 

  次に、議案第４号、平成２９年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第１号）について、原案どおり可決するこ

とに賛成の諸君は起立をお願いします。 

（起 立 全 員） 

○戸上 健委員長 ありがとうございます。起立全員であります。 

  よって、議案第４号については原案どおり可決することに決定しました。 

  以上をもちまして、当委員会に付託されました案件は全部終了しました。 

  続いて、執行部から報告があります。 
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  会計管理者。 

○上村会計管理者 会計課の上村です。 

  きょう、報告があります。 

  ２８年度の決算見込み額、既に皆さんのほうにも提出をさせていただいてございます。数字については、も

う読み上げしませんが、この９月の決算認定のときにしっかりと説明をさせていただきますので、よろしくお

願いします。 

  以上です。 

○戸上 健委員長 これで委員会を終わりたいと思いますが、本委員会における委員長報告につきましては、ご

一任を願います。 

  これをもちまして、予算決算常任委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 

（午前１１時３８分 閉会） 

─────────────── 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 

 

 平成２９年６月２１日 

 

              予算決算常任委員長    戸  上    健 


